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福島県ツキノワグマ保護管理計画に係る附属資料
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図１ 広葉樹面積の推移 

（県森林林業統計書より作成) 
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図２ ツキノワグマの生息可能性が高い植生の分布 
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図３ ツキノワグマの生息可能植生の変化 

第４回自然環境保全基礎調査データ(1988～1992 年) 

第５回自然環境保全基礎調査データ(1993～1998 年) 
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表１ 植生メッシュデータの比較 
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図４ ナラ枯れメッシュ（2000～ 2007 年） 
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図５ ツキノワグマ分布図 （第 6 回自然環境保全基礎調査から作成） 

第 2 回調査 1978 年 

第 6 回調査 2003 年 
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表 2 阿武隈高地でのツキノワグマ目撃（一部被害）情報等

発生年月日 市町村 地区名 内容

平成19年4月4日 相馬市 山上字楢這（ならばい） 目撃・足跡

平成19年4月5日 相馬市 東玉野字菖蒲沢 目撃

平成19年4月10日 相馬市 玉野字副霊山 目撃

平成19年4月28日 新地町 大字谷地小屋字南狼沢（おいさわ） 食害(ミツバチ)

平成19年5月3日 南相馬市 原町区馬場字地切（じぎれ） 食害(ミツバチ)・足跡・糞

平成19年5月5日 楢葉町 大谷字乙次郎 足跡

平成19年5月7日 浪江町 昼曽根字尺石（くらべいし） 目撃

平成19年5月11日 飯舘村 小宮字反田（そりた） 目撃・足跡

平成19年5月11日 飯舘村 伊丹沢字伊丹沢（いたみざわ） 目撃

平成19年5月11日 飯舘村 飯樋字笠石 目撃・足跡

平成19年5月14日 浪江町 川房字矢具野 目撃

平成19年5月15日 二本松市 針道字戸ノ内 足跡

平成19年5月15日 二本松市 田沢字久根ノ内 目撃・足跡・爪痕

平成19年5月17日 飯舘村 比曽字上比曽 目撃

平成19年5月17日 飯舘村 飯樋字久保曽 目撃

平成19年5月18日 飯舘村 小宮字山辺沢 食害(ミツバチ)

平成19年5月18日 川俣町 山木屋字上 食害(ミツバチ)

平成19年5月20日 田村市 都路町大字大平 足跡

平成19年5月21日 田村市 都路町古道字九郎鹿 畑0.3ha、ミツバチ被害

平成19年5月21日 浪江町 赤宇木字石築（いしぢく） 食害(ミツバチ)

平成19年5月22日 浪江町 小丸字背中焙（せなかあぶり） 足跡

平成19年5月23日 三春町 大字御祭字荒井屋敷 目撃

平成19年5月25日 田村市 船引町石沢字桑柄木地内 目撃

平成19年5月28日 田村市 船引町上移字下道 足跡

平成19年5月28日 二本松市 木幡字堺 足跡

平成19年5月28日 二本松市 下川崎字石橋・下杉ノ内 食害(ミツバチ)

平成19年6月2日 飯舘村 食害（ミツバチ）

平成19年6月4日 伊達市 霊山町大石字落合 目撃、県道、子グマ

平成19年6月4日 双葉町 目迫字愛宕下 目撃、林道、子グマ

平成19年6月12日 飯舘村 目撃

平成19年6月14日 相馬市 山上 食害（ミツバチ）

平成19年6月15日 飯舘村 目撃

平成19年9月10日 川内村 大字上川内字高塚 目撃

平成19年10月16日 相馬市 玉野字霊山道 足跡

平成19年11月15日 大熊町 大字大川原字手の倉 足跡

平成20年2月27日 浪江町 大字下津島字大和久 足跡

平成20年6月2日 川俣町 山木屋字向木根山 目撃

平成20年6月5日 伊達市 梁川町字向山 足跡

平成20年6月6日 本宮市 和田 足跡

平成20年7月30日 伊達市 梁川町白根 目撃

平成20年8月2日 葛尾村 大字落合字落合 目撃

平成20年9月10日 伊達市 梁川町白根字去違 目撃

平成20年10月12日 葛尾村 大字落合字下ノ内 目撃

平成21年1月8日 伊達市 霊山町石田字下馬館 目撃

平成21年4月9日 伊達市 梁川町山舟生字緩耕地 目撃

平成21年4月12日 浪江町 大字津島字羽附 足跡

平成21年4月23日 浪江町 大字津島字岩下 食害（ミツバチ）、足跡

平成21年4月26日 飯舘村 大倉字小滝 目撃

平成22年6月20日 小野町 大字小野赤沼字二永田原 食害（ミツバチ）、足跡

平成22年7月8日 小野町 大字塩庭字大平 食害（ミツバチ）、足跡

平成22年9月20日 浪江町 大字津島字大高木 目撃

平成24年5月2日 小野町 南田原井字三道 目撃

平成24年5月3日 南相馬市 原町区大原字社地神 目撃

平成24年5月17日 福島市 立子山字内蔵場 目撃

平成24年5月23日 二本松市 木ノ崎 目撃

平成24年5月28日 川俣町 大字羽田字石佛 目撃

平成24年5月29日 川俣町 大字秋山字栃窪山 目撃

平成24年5月31日 川俣町 大字秋山字板橋 目撃

平成24年6月1日 川俣町 大字秋山字桜ヶ下 目撃

平成24年6月21日 伊達市 霊山町上小国字三保 捕獲

平成24年6月23日 福島市 飯野町明治字南高森 目撃

平成24年6月27日 二本松市 木幡字高畑 目撃

平成24年6月28日 二本松市 木幡字久木平 目撃

平成24年6月28日 二本松市 木幡字粒良田 目撃

平成24年6月30日 二本松市 太田字菅田 目撃

平成24年6月30日 二本松市 太田字陣場 目撃

平成24年7月30日 いわき市 川前町上桶売字大平 足跡

平成24年7月31日 いわき市 川前町上桶売字大平 足跡

平成24年9月23日 飯舘村 草野字大阪内 目撃

平成24年10月31日 新地町 杉目字飯樋 目撃  
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図６ 環境省の地域個体群区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 有害鳥獣捕獲されたツキノワグマのＤＮＡタイプ 
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図８ 保護管理区域の区分 
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個体数の推定 

○森下・水野(1970)による推定  

１．本種のメスの初産は満 3 歳を経て行われ、それ以降は 3 年間隔で平均性比 1：1

の 2 頭を出産する。  

２．メスの年生存率と狩猟を含めた年死亡率は年齢によって変化しない。  

３．個体群の密度は平衡状態に達しており(密度=0.206)、自然死亡率を無視できるな

ら、繁殖個体に新加入するメス個体数は捕獲個体数とつりあう。  

と仮定し、成獣生息個体数(N)、新規加入成獣個体数とつりあう成獣捕獲個体数(A)と

し、N=A／0.206 とすると、表Ⅰで示した個体数が予想され、  

1988～1992 年までの平均は 1,399±332 となり、1993～1998 年では 1,150±178、

1988～2003 年までの平均では 1,392±208 となった。 

  

○朝日(1980)による推定  

１．地域内の死亡個体数が分かっていて、それがほぼ安定している場合は、年増加個

体数と釣り合っている。  

２．年死亡率が一定で、各年齢段階の個体数が年比級数的に減少する。  

３．雄雌の性比は 1：1 である。  

と仮定すると、生息個体数(N)は  

N=[2／b+(1－s
m

)／(1－s)]／s・N
D
 

b：メス 1 頭あたりの年産子数  

S：年生存率  

ｍ：初産年齢  

N
D
：年死亡個体数  

と推定される（朝日,1980）。ここで、死亡の原因がすべて捕獲によるものとし、ｂ＝

0.7、ｍ＝３（福井県,1997）を用いると、Ｎ＝6.59・N
D
となり、予想推定頭数は表13

となり、体数(A)とし、N=A／0.206とすると、表Ⅱで示した個体数が予想され、1988

～1992年までの平均は1,016±232となり、1993～1998年では808±132、1988～2003

年までの平均では1,006±149となった。  
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表Ⅰ 森下・水野による推定 

 

   表Ⅱ 朝日(1980)による生息推定頭数 

年度 捕獲頭数 成獣率 成獣捕獲数 推定頭数 

1998 221 89.147 197.01487 1912.77  

1989 146 83.333 121.66618 1181.23  

1990 98 80.233 78.62834 763.38  

1991 159 90.598 144.05082 1398.55  

1992 147 96.377 141.67419 1375.48  

1993 117 100 117 1135.92  

1994 143 98.936 141.47848 1373.58  

1995 119 92.405 109.96195 1067.59  

1996 157 93.805 147.27385 1429.84  

1997 85 100 85 825.24  

1998 115 95.89 110.2735 1070.62  

1999 180 96.479 173.6622 1686.04  

2000 142 95.385 135.4467 1315.02  

2001 174 96.479 167.87346 1629.84  

2002 167 100 167 1621.36  

2003 273 94.118 256.94214 2494.58  

TOTAL 2,443   Average 1392.56  

標準偏差値 426.26  

信頼区間 95％ 208.86  

年度 捕獲頭数 推定頭数 

S63 221 1456.39  

H1 146 962.14  

H2 98 645.82  

H3 159 1047.81  

H4 147 968.73  

H5 117 771.03  

H6 143 942.37  

H7 119 784.21  

H8 157 1034.63  

H9 85 560.15  

H10 115 757.85  

H11 180 1186.20  

H12 142 935.78  

H13 174 1146.66  

H14 167 1100.53  

H15 273 1799.07  

TOTAL 2,443 1006.21  

標準偏差値 305.76  

 

 

 

 

S  D 

149.82  
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表 3      

福島県の生息数の推定結果 

 

   １ 調査方法 

・カメラトラップを 5 ㎞メッシュ当たり 2～3 ヵ所（20 地点）設置した。 

・撮影した胸部斑紋から個体識別を行った。 

     ・個体識別の結果から個体数密度を推計し、県内の生息数を推定した。 

    ２ 調査場所 

      西会津町 

    ３ 調査期間 

      平成 24 年 6 月から 10 月 

    ４ 推定結果 

95%下限値 0.030 0.010 0.020

平均値 0.076 0.060 0.118

95%上限値 0.197 0.109 0.215

95%下限値 171 57 114

平均値 434 343 674

95%上限値 1126 623 1229

ML(最尤法)※ Lincoln-Pertersen法

福島県(福島奥羽個体群)の選好

植生の面積（km2）(G)

県内の
推定生息数
(個体)
(H)×(G)

5,717

(H)

推定個体数密度

（個体/km
2
）

 

      ※ML(最尤法）：Maximum Likelihood（空間明示最尤法）  

ML の選好植生は、半径 1,368m(ML 解析に使用された半径；105.3km2)中の 

選好植生(86.6km2)を、ML の調査範囲 134.9km2 中の選好植生に換算した値である。 
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 表 4 有害鳥獣捕獲個体からの繁殖指標 
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図９ 捕獲頭数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ 1 ㎞メッシュにおける有害鳥獣捕獲位置（頭数） 

 

 



 - 38 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ 有害鳥獣捕獲位置の平均標高 

＊19 年間の標高差  平均値差 244.7m 

＊19 年間の平均降下率  12.9 (m/year) 

 

図１２ 農作物被害面積と金額 
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  表 5 被害作目と被害面積 

農作物名 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 合計
稲 2.5 15.6 4.1 0.6 27.5 5.3 6.5 12.2 15.7 5.3 95.2

0.0 0.0 18.2 0.0 4.1 19.3 0.7 0.2 32.7 0.5 75.7

2.4 183.4 4.0 6.0 4.5 2.1 0.8 1.6 1.5 0.6 206.9
12.7 38.7 69.5 40.3 170.5 66.4 52.1 51.3 31.9 10.0 543.5
12.2 98.6 25.5 23.6 62.9 2.0 33.4 13.2 18.6 10.0 300.0

その他 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
計 29.8 336.2 121.2 70.4 269.6 95.1 93.5 78.5 100.4 26.5 1,194.6

野菜

飼料作物

雑穀

果樹

 

 

図１３ 会津地方における作目ごとの被害の時期 
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表 6 クマによる人的被害件数 

年度 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13

件数 9件 1件 1件 7件 5件 5件 3件 3件 0件 1件

年度 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

件数 4件 7件 1件 3件 12件 3件 5件 5件 10件 2件
 

 

表 7 人的被害の発生状況 

№ 事故発生市町村 発生年月日 発生時刻 年齢 事故現場 状況
被害の
程度

性別

1 大玉村 H19.4.29 11:30
66
64

山林地
山菜採り中 軽傷

軽傷
男
女

2 金山町 H19.9.8 5:30 62 里地 農作業中 重傷 男
3 会津若松市大戸町 H20.1.29 9:30 58 山林地 狩猟中 重傷 男
4 南会津町 H20.7.6 不明 76 山林地 山菜採り中 軽傷 男
5 大玉村 H20.9.2 10:00 57 山林地 林業作業中 軽傷 男
6 昭和村 H20.9.22 13:20 54 山林地 キノコ採り 軽傷 男
7 昭和村 H20.11.5 10:40 58 山林地 山林調査中 軽傷 男
8 只見町 H20.11.14 5:00 73 里地 農作業中 重傷 女
9 福島市佐原 H21.5.2 13:00 69 山林地 山菜採り中 重傷 男
10 会津美里町 H21.5.3 11:00 70 山林地 山菜採り中 軽傷 男
11 福島市佐原 H21.7.16 14:00 25 山林地 散策中 軽傷 男
12 会津若松市一箕町 H21.7.22 15:50 72 山林地 草刈り中 重傷 男
13 三島町 H21.10.2 8:00 66 山林地 キノコ採り中 軽傷 女
14 喜多方市熱塩加納町 H22.5.15 14:30 74 山林地 山菜採り中 軽傷 男
15 会津美里町 H22.5.19 11:30 60 山林地 山菜採り中 軽傷 男
16 喜多方市岩月町 H22.5.30 不明 70 山林地 山菜採り中 死亡 男
17 猪苗代町 H22.7.21 11:25 68 山林地 山菜採り中 重傷 男
18 磐梯町 H22.8.26 6:05 82 山林地 ササの葉採り中 重傷 男
19 金山町 H22.8.27 23:10 35 里地 帰宅途中 軽傷 男
20 郡山市湖南町 H22.9.3 11:50 78 山林地 有害鳥獣捕獲中 軽傷 男
21 西会津町 H22.10.5 13:00 58 山林地 キノコ採り中 軽傷 男
22 喜多方市慶徳町 H22.10.27 14:00 58 里地 ソバ畑作業中 軽傷 男
23 金山町 H22.11.4 7:00 79 山林地 山林作業中 軽傷 男
24 磐梯町 H23.4.30 16:30 73 山林地 山菜採り中 軽傷 男

25
会津美里町

H23.7.17
5:20 67

66
里地

農作業中 重傷
軽傷

男
女

26 西会津町 H23.7.21 6:40 78 里地 ササの葉採り中 死亡 女
27 磐梯町 H24.5.11 10:30 74 山林地 山菜採り中 重傷 女
28 喜多方市上三宮町 H24.9.26 8:30 82 里地 農作業中 死亡 女
29 喜多方市高郷町 H24.9.30 9:00 68 山林地 植物採取中 軽傷 男

30
只見町

H24.10.9 11:00
79
74

山林地
キノコ採り中 重傷

軽傷
男
男  
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図１４ 狩猟者登録数の推移 

 

 

図１５ 狩猟免許所持者の年齢構成推移 
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図１6 ゾーニングのイメージ（例）

              ＜ゾーニング及び各ゾーン毎の取組み（例）＞

クマの生息ゾーン

人の生活ゾーン

被害防除対策 生息環境管理 個体群管理

・入山時の注意
・有害鳥獣捕獲の慎重
な運用

・誘引物の管理
・電気柵等で侵入防止
・刈り払い等による見通
し確保
・必要最小限かつ
効果的な有害鳥獣捕獲

・追い上げ等の圧力
・有害鳥獣捕獲

・鳥獣保護区等の活用
・植生分布等の把握

・刈り払い等による
隠れ場除去

緩衝地帯

－　－　－　－　－　－　－　－　－
－

－　－　－　－　－　－

・各ゾーンごとに、
被害防除対策、
生息環境管理を
適切に実施

・個体数調整捕獲
は行わず、有害
鳥獣捕獲の適切
な運用と狩猟の
活用を通じて、
個体数の増減を
監視

情報収集と普及啓発

※ゾーニング:　どの付近でどのような対策を

行うことが適切かを関係者間の共通認識とする

ための緩やかな区域分け

県と市町村の主な

役割分担（考え方）

 

 （市町村）

・ゾーニング手法によ

る被害防除対策の

推進等

 

（県）

・保護管理計画の

策定及び計画に基づく

取組推進

・市町村への支援（先

進的取組事例の提供、

専門家による技術支援

等）
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